
フィデリティ投信株式会社

2019年
3月11日

販売用資料フィデリティ・世界分散・ファンド
（債券重視型）/（株式重視型）
愛称：3つのチカラ
分配金のお知らせ 追加型投信/内外/資産複合

上記は過去の実績であり、将来の傾向、数値等を保証もしくは示唆するものではありません。 4ページ目以降を必ずご確認ください。

運用実績 基準価額・純資産総額の推移 2006年3月9日（設定日）～2019年3月11日

販売用資料

第78期決算 分配金と基準価額

債券重視型 株式重視型

（注）フィデリティ投信作成。基準価額は運用管理費用（後述の「運用管理費用（信託報酬）」参照）控除後のものです。
※累積投資額は､ファンド設定時に10,000円でスタートしてからの収益分配金を再投資した実績評価額です。ただし､購入時手数料および収益分配金にかかる

税金は考慮していません。運用実績および分配金は過去の実績であり、将来の成果を保証するものではありません。また運用状況によっては分配を行なわな
い場合があります。

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素は「フィデリティ・世界分散・ファンド（債券重視型）/（株式重視型）」 （以下「当ファンド」）に格別のご高配を賜り、

厚く御礼申し上げます。

さて、当ファンドは、第78期（2019年3月11日）の決算を迎え、分配金を債券重視型はこれまでの40円から10円引き

下げ30円（1万口当たり／税込）に、株式重視型はこれまでの55円から20円引き下げ35円（1万口当たり／税込）に変

更することと致しました。

当ファンドの総合収益（トータル・リターン）は中長期的に堅調に推移しております。しかし、分配対象額の水準と今後

の分配金の安定性を勘案し、この度分配金を引き下げることといたしました。

引き続き、投資信託財産の成長を図ることを目標に運用を行ってまいりますので、今後とも当ファンドに一層のご愛

顧を賜りますようお願い申し上げます。

敬具

債券重視型 株式重視型

第78期
（1万口当たり／税込）

30円 35円

基準価額 （2019年3月11日） 8,977円 8,713円

（注）フィデリティ投信作成。基準価額は運用管理費用（後述の「運用管理費用（信託報酬）」参照）控除後のものです。
※累積投資額は､ファンド設定時に10,000円でスタートしてからの収益分配金を再投資した実績評価額です。ただし､購入時手数料および収益分配金にかかる

税金は考慮していません。運用実績および分配金は過去の実績であり、将来の成果を保証するものではありません。また運用状況によっては分配を行なわな
い場合があります。

0

200

400

600

800

1,000

1,200

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2006/3 2008/3 2010/3 2012/3 2014/3 2016/3 2018/3

（億円）
純資産総額（右軸）
基準価額（左軸）
累積投資額（左軸）

（円

0

200

400

600

800

1,000

1,200

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2006/3 2008/3 2010/3 2012/3 2014/3 2016/3 2018/3

（億円）純資産総額（右軸）
基準価額（左軸）
累積投資額（左軸）

（円

1



フィデリティ投信株式会社

2019年
3月11日

販売用資料フィデリティ・世界分散・ファンド
（債券重視型）/（株式重視型）
愛称：3つのチカラ
分配金のお知らせ 追加型投信/内外/資産複合
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第2期 第3期 第4～5期 第6期 第7～8期 第9期 第10期 第11～18期 第19～26期 第27～44期 第45～52期

06年7月 06年9月
06年11月～
07年1月

07年3月
07年5月～
07年7月

07年9月 07年11月
08年1月～
09年3月

09年5月～
10年7月

10年9月～
13年7月

13年9月～
14年11月

38円 130円 40円 650円 60円 200円 60円 70円 60円 45円 60円

第53～63期 第64～77期 第78期

15年1月～
16年9月

16年11月～
19年1月

2019年3月

75円 55円 35円

分配金の推移

債券重視型 設定来合計：4,641円

株式重視型 設定来合計：5,238円

第2期 第3期 第4～5期 第6期 第7～10期 第11～18期 第19～26期 第27～44期 第45～63期 第64～77期 第78期

06年7月 06年9月
06年11月～
07年1月

07年3月
07年5月～
07年11月

08年1月～
09年3月

09年5月～
10年7月

10年9月～
13年7月

13年9月～
16年9月

16年11月～
19年1月

2019年3月

56円 130円 60円 450円 80円 75円 65円 45円 55円 40円 30円

※第1期は分配を行いませんでした。

分配対象収益（分配原資）

第78期決算日（2019年3月11日）時点の分配対象収益は、債券重視型は1万口当たり約203円*、株式重視
型は240円*です。

*運用報告書発行前の数値であり今後変更される場合があります。

 分配金は分配対象収益だけでなく、収益分配方針に基づき決定されます。

累積リターン（2019年2月28日現在）

直近1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年 設定来

ファンド 2.94% 1.42% 0.92% 4.70% 11.18% 57.23%

債券重視型

株式重視型

直近1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年 設定来

ファンド 4.03% 1.42% 0.95% 6.57% 19.96% 66.92%

※累積リターンは、収益分配金を再投資することにより算出された収益率です。ただし、購入時手数料および収益分配金にかかる税金は考慮していません。
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 分配金は、ファンドの運用成果である総合収益（トータル・リターン）を主たる判断基準として決定します。

 総合収益（トータル・リターン）は短期ではなく中期のトレンド、今後の予想、投資環境などを勘案して判断
します。

 分配金の頻繁な変動をさけるため、中期的な分配水準の安定性を考慮して判断します。

フィデリティの分配金決定の考え方

分配金を引き下げた理由を教えてください。Q1
当ファンドは堅調な推移が見込まれますが、更なる中長期的、安定的な分配および基準価額の上昇
を目指すため、分配金を引き下げることといたしました。

よくあるご質問 （Q&A）

A1

分配金が引き下げられたということは、今後の当ファンドの運用実績に期待できないということですか？Q2
運用実績は分配金や基準価額だけでは判断できません。運用実績を確認するためには、累積投資
額を見ることが重要です。

A2
 分配金は大切ですが、ファンドの運用実績は、基準価額の変動と設定以来お支払いした分配金を再投資

したものの合計で評価されます。

 当ファンドの運用実績である累積投資額（ファンド設定時に10,000円でスタートしてからの収益分配金を

再投資した実績評価額）や、累積リターン（収益分配金を再投資することにより算出された収益率）は、当
ファンド設定以来、長期的に堅調に推移しています。

 なお当ファンドの累積投資額や累積リターンは、毎月発行される月次運用レポートでご確認いただけます。

 分配金は、ファンドの純資産から支払われます。分配金が支払われると、その金額相当分、基準価額は
低下します。分配金が減少した場合、引き下げられた分配金相当額は、ファンドの純資産に留保されます
ので、基準価額の下支え要因となります。

分配金はどのように決められるのですか？Q3
収益分配方針に基づき決定されます。A3
 毎決算時に、原則として以下の収益分配方針に基づき分配金額が決定されます。

• 分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含
みます。）等の全額とします。

• 収益分配金額は、委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。ただし、必ず
分配を行なうものではありません。※将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するものではありません。

分配金が今後変更されることはありますか？Q4
分配金は収益分配方針に基づき決定され、今後見直しが必要と判断された場合には変更されること
があります。

A4
 毎決算時に収益分配方針に基づき分配金額が決定されます。基準価額の水準や投資環境等を総合的

に勘案し、見直しが必要であると判断された場合には、分配金額を変更する場合があります。
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収益分配金に関する留意事項

1 ファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、それぞれの投資者ご自身の個別元本の一部払戻
しに相当する場合があります。

2 分配金は預貯金の利息とは異なり、分配金支払い後の純資産は減少し、基準価額の下落要因となります。
3 分配金は計算期間中に発生した収益を超えて支払われる場合があり、その場合当期決算日の基準価額は前期
決算日と比べて下落します。

分配方針や頻度の異なるコースが存在する場合は、投資者は自身の選好に応じて投資するコースを選択することができます。販売会社によってはコース間でス
イッチングが可能です。

1 投資者のファンドの購入価額によっては分配金はその支払いの一部、または全部が、実質的には元本の一部払戻しに
相当する場合があります。
ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。
ファンドの購入価額は、個々の投資者によって異なりますので、投資期間全体での損益は、個々の投資者によって異なります。

普通分配金

元本払戻金
（特別分配金）

分配金支払後
個別元本

投資者の
購入価額

（個別元本）

投資者の
購入価額

（個別元本）

元本払戻金
（特別分配金）

分配金支払後
個別元本

分配金の一部が実質的に元本の一部払戻しに
相当する場合

分配金の全部が実質的に元本の一部払戻しに
相当する場合

●「個別元本」とは、追加型投資信託の収益分配金や解約（償還）時の収益に対する課税計算をする際に用いる個々の投資者のファンドの購入価額のことを指し
ます。
●「普通分配金」とは、個別元本（投資者のファンドの購入価額）を上回る部分からの分配金です。
●「元本払戻金（特別分配金）」とは、個別元本を下回る部分からの分配金です。実質的に元本の払戻しに相当するため、非課税扱いとなります。分配後の投資者
の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。
※

2 分配金は、預貯金の利息とは異なります。分配
金の支払いは純資産から行なわれますので、
分配金支払い後の純資産は減少することにな
り、基準価額が下落する要因となります。

投資信託で
分配金が支払われる
イメージ

分配金
投資信託の
純資産

3 分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の利子・配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて支払わ
れる場合があります。その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。また、分配
金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。計算期間におけるファンドの運
用実績は、期中の分配金支払い前の基準価額の推移および収益率によってご判断ください。
投資信託は、当期の収益の他に、ファンドの設定から当期以前の期間に発生して分配されなかった過去の収益の繰越分等からも分配する
ことができます。

前期決算から基準価額が上昇
当期計算期間の収益がプラスの場合

前期決算から基準価額が下落
当期計算期間の収益がマイナスの場合

前期決算日

＊500円
（③＋④）

＊500円
（③＋④）

＊分配対象額
500円

前期決算日

＊分配対象額
500円

＊分配対象額
450円

＊50円を取崩し

期中収益（①＋②）50円

＊50円

＊450円
（③＋④）

当期決算日
分配前

当期決算日
分配後

＊分配対象額
420円

＊420円
（③＋④）

当期決算日
分配後

＊80円を取崩し

＊80円

当期決算日
分配前

分
配
金

100円

分
配
金

100円

配当等収益①20円

基
準
価
額

10,500円

基
準
価
額

10,550円
基
準
価
額

10,450円

基
準
価
額

10,500円

基
準
価
額

10,400円

基
準
価
額

10,300円

※分配対象額は、①経費控除後の配当等収益および②経費控除後の評価益を含む売買益ならびに③分配準備積立金および④収益調整金です。分
配金は、収益分配方針に基づき、分配対象額から支払われます。

※上記はイメージであり、実際の分配金額や基準価額を示唆するものではありませんのでご留意ください。
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